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略語は準備書面の例による。

号証｜ 標目

（作成者等）

乙第附註｜推本レシピ

（推本地震調査委員会）

立証趣旨

推本レシピ（H29.4.27改訂

版）の内容

地下の震源断層モデルを科学

的・合理的に想定して設定す

る地震動評価は，これまでに

も広く用いられていること

同上

乙第88号証｜琵琶湖西岸断層帯の地震を｜写IH16.6.21

想定した強震動評価につい

て

（推本地震調査委員会）

乙第89号証！山崎断層帯の地震を想定し｜写！日17.1.31

た強震動評価について

（推本地震調査委員会）

乙第90号言正 I)11内原子力発電所 地震に｜写IH26.5.23 ｜九州電力による川内原子力発

ついて（抜粋） I I i電所の地震動評価の手法が，

（九州電力） I I ｜強震動予測レシピを直接的に

用いたものではなく，河レシ

ピの一部を改変したものでも

ないこと

菊地ほか（2003）の

内容（一部和訳については，

乙第91号証！Sourcerupture processes！写！日15.3.19 

of the 1944 Tonankai ea 

rthquake and the 1945 M 

ikawa earthquake derived 

from low-gain seismogra 

ms 

(Masayuki Kikuchi ほか）

被告が付したものである。）
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